
開腹〔卵巣腫瘍摘出術・開腹子宮筋腫核出術・子宮全摘術〕 【入院診療計画書/入院看護計画書】

注1：病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わり得るものです。

経過 入院時 手術前日 手術当日（術前） 手術当日（術後） 術後１日目 術後2日目 術後3日目 術後4日目 術後5日目 術後6日目 術後7日目 術後8日目 術後9日目 術後10日目

達成
目標

ADLの拡大
創部の感染兆候がな
い

退院後の注意事項がわかる

検査
処置

・静脈血栓予防のス
トッキングの計測を
行います

・朝、血液検査をしま
す
・お腹とお臍の処置を
させていただきます
・20時に浣腸をしま
す

・8時に浣腸をしま
す
・診察があります

・手術後血液の検査
があります
・創を確認します
・酸素マスクをつけ
ます
・背中に痛み止めの
チューブが入ってい
ます
・心電図モニターを
つけます

・朝、血液検査
をします
・膣の消毒をし
ます
・創の確認をし
ます

・創の確認をします ・朝、血液検査をし
ます
・創の確認をします
・背中に入っている
痛み止めのチューブ
を抜きます

・創の確認をします ・創の糸を抜きます
・診察します

・創の確認をします ・創の確認をしま
す
・創をとめている
金具を抜きます
・朝、血液・尿の
検査があります

・創の確認をしま
す
・退院診察を行い
ます

・創の確認をします ・退院予定となり
ます

排泄

・尿量を測っていた
だきます

・手術室から尿の管
が入ってきます

清潔

・入浴できます。 ・お腹とお臍の処置
後、入浴して頂きま
す。

・朝、就寝前の
洗面をお手伝い
します。
・体を拭きま
す。

・制限はありません。

注2：入院期間については、現時点で予想されるものです。
限度額適用認定証をお持ちの方はご提示下さい。

心身共に安心した状態で手術が受けられる 日常生活の自立

・ベッド安静となり
ます

・トイレに行く以外
は安静にしてくださ
い

・21時に下剤を内服
していただきます

・飲んでいる薬があ
れば教えてください
・21時に下剤を内服
していただきます

・朝より抗生剤の内
服が始まります

出血がない
疼痛コントロールされる

・点滴を行いま
す
50０ｍｌ4本
抗生剤（朝・
夕）

・義歯、コンタクト
レンズ、指輪のある
方は手術に行く前に
はずして頂きます。
・髪の長い方はゴム
でまとめましょう。

・痛み、気分不快等
症状があればいつで
も看護師をお呼び下
さい。

・制限はありません。
・夕食後何も食べられ
ません。
・２１時以降は何も飲
んだり
食べたりできません。

・腸の動きを確
認して、夕方水
を飲みます。

・制限はありません

・何も飲んだり食べたりできません。

説明

食事

内服

注射

安静

・医師より治療の説
明が
あります。（ご家族
の方にも
同席していただきま
す。）
・同意書を記載して
いただきます。
・看護師より手術前
後のスケジュールの
説明をします。

・薬について薬剤師
からお話がありま
す。

※少しずつ形のある
食事に
変化していきます。
・朝：流動食
・昼：流動食
・夕：三分粥

・朝：三分粥
・昼：三分粥
・夕：五分粥

・朝：七分粥
・昼：七分粥
・夕：全粥

・朝：全粥
・昼：並食
※以後は、制限あり
ません

・退院後の注意事項についての説明があります
・診断書などの書類が必要な方はご相談ください
・次回受診日を確認してください
・退院時にアンケートを看護師にお渡しください

・点滴を行います
50０ｍｌ3本
抗生剤（朝・夕）

・点滴を行います
50０ｍｌ2本

・点滴を行います
50０ｍｌ1本

・点滴は翌日まで行
います
500ｍｌ3本
抗生剤（手術後・夜
中）

・午前中から点滴を
行います

・入浴は出来ませんので体を拭くお手伝いをします。
・シャンプーをします。

・創にテープを貼り、シャワー浴ができます。

・尿の管を抜きます
・手術前と同じように、尿の量を測っていただきます

・尿量は測らず、回数を数えておいてください

・トイレまで歩いてみましょう
・病棟内は制限ありません

・院内は制限ありません＊少しずつ体を
動かしていきま
しょう
・寝返り
・座ってみます
・立ってみます


